平成３０年度第２回大阪府障がい者自立支援協議会地域支援推進部会
基盤整備促進ワーキンググループ議事概要
日　 時：平成３１年２月２８日（木）午後２時～午後４時２０分
場　 所：大阪府庁新別館北館１階　会議室兼防災活動スペース１
出席委員：井上委員、北村委員、小路委員、谷口委員（基盤WG長）、橋本委員、古田委員、森川委員〔五十音順〕
【議題１】地域生活支援拠点等の整備促進について
【議題２】施設入所者の地域移行について
【その他】地域移行・地域定着支援者養成研修事業について
次回ワーキンググループは、５月か６月頃開催予定。
♢委員意見等
【議題１】
· 緊急時の対応について、警察や消防との連携についても、地域で整理しておくことが必要ではないか。
· 緊急連絡は、障がい者や家族等にとって身近な施設（日中活動の場等）の職員に入ることが多い。日中活動の場の職員等が緊急対応した場合についても報酬や加算が必要ではないか。
· 行動障がいやひきこもり、８０５０世帯などで、緊急対応の後に行き場がないケースをどうしていくのかということを考えないといけない。
· 市町村では対応が難しい行動障がいについては、大阪府が緊急対応の支援をするとか、グループホームをつくる際に加算をつけるなど、大阪府としてのバックアップについても検討すべき。
· グループホームや日中活動の場などで緊急対応した際の受け入れ加算を検討している市があるがこのような事例も報告書に盛り込んで欲しい。
· 行動障がいや医療的ケアの必要な障がい者を受け入れられるグループホームを増やすため、スーパーバイズする仕組みや立ち上げ促進の補助の仕組みを考えてはどうか。
· 報告書では、大阪府が果たす役割についても触れるべき。
· ネグレクト等の虐待については、まさに緊急対応が必要。地域生活支援拠点等の「緊急時」として盛り込むべき。
· 虐待は緊急対応が必要なケースではあるが、すでに虐待防止センターがある中、虐待に着目しすぎると、地域生活支援拠点等としての機能が矮小化しかねない。どのように位置づけるのか整理すべき。
· 短期入所を受け入れる立場からすれば、現場の職員が利用者に会っておくことで、本人の状況を直接知ることができる。
· 登録の方法は多様であった方がよい。登録時に必ず相談支援事業所を介するといったルール化はしない方がよいのでは。
· 登録後に短期入所の体験に結びつかない障がい者については、短期入所事業所の職員が障がい者やその家族と一度面談しておくことでお互いの安心感につながるのではないか。
· 緊急時に希望する短期入所が空いているとは限らないので、体験情報も含め、登録情報を基幹相談支援センターや市町村で一元管理し、受け入れ先に適切に情報提供することが必要ではないか。
· 体験の場の確保が難しい。日中活動の場等の空きスペースや相談支援事業所の体験室を有効活用できないか。
· 登録した、または登録を拒否された障がい者の状況把握を誰がやるのか不明確ではないか。
· 緊急時にどこに連絡すればよいかがパッと見てわかるようなわかりやすい紙媒体の情報提供が必要ではないか。
· 医療的ケアの必要な障がい者への取り組みについては、市町村では難しいので、大阪府で広域的な取り組みを検討して欲しい。
· 社会福祉協議会（民生委員・CSW）には様々な情報が集約されるので、そういった機関との連携が必要。高齢・障がい・児童といった縦割りでなく、横串の連携が必要。
　【議題２】
· 顔つなぎのため各市町村から施設に訪問する日を大阪府が調整する仕組みができないか。
· 長期入所者は地域生活のイメージがない。そういった入所者に地域移行への動機づけを行うためには外出体験が重要なので、入所者のガイドヘルプが府内全市町村で使えるようにできないか。
· 入所期間が超長期の入所者にとって「（地域移行の）地域とはどこなのか」といった視点が必要ではないか。現入所者は区分６で難しい課題のある人が多く、グループホームの体験入居などの地域移行の取り組みを進めているが、なかなか地域移行に結びつかない。
· 障がい者入所施設は介護保険の適用除外施設になっている。入所者の快適な生活や安全な生活を考えて高齢施設の方が適している時に高齢施設も選択肢の１つとして検討できるよう、制度上の課題を解決すべきではないか。
· 地域移行支援は、入所者の意思決定支援を前提としたものであるべき。
· 余暇支援など、入所者が地域をイメージできるような仕組みについて検討すべき。
· 施設のことが好きだという入所者もいる。そういった中で、地域移行のアプローチには工夫が必要。
· 入所者が自身の暮らしを選択できるよう意思決定支援の仕組みを整備しないと地域移行はこれ以上進まないのではないか。
· 体験を含めた地域生活をイメージできるような取り組みを論点４として追加してはどうか。
